
瀬戸内タウンミーティング（邑久地区） 

平成 22 年 10 月 25 日（月）19 時～21 時 

瀬戸内市役所 ２階大会議室 

 

参加者：男性 12 人、女性 2人、計 14 人 

 
市民から出た意見と市長の回答 
・市民病院の建設について、早く取り組んでほしい。介護が必要な状況で救急

車をお願いしたら、岡山市の病院に搬送され、その日のうちに帰っていいと

言われたことがあった。帰るのに介護タクシーが必要となり、非常に高額に

なった。市民病院に搬送してくれれば歩いてでも帰れるのにと思った。救急

との連携をとってほしい。また、介護者に対する慰労金制度について考えて

ほしい。 

（市長）病院は急いでやりたいが、どのような病院がよいかを現在検討してい

るところ。どんなに早くても平成 26 年度くらいになる。救急との連携も進ん

ではいるが、医師の確保などにも取り組み、信頼できる病院にしなくてはな

らない。介護者への慰労金制度は瀬戸内市には無い。障害者福祉年金なども

含めて給付制度全体の見直しをしたいと考えている。 
 
・合併して何年にもなるが、未だに旧町の垣根があるように思う。なくしてほ

しい。 

 
・変形交差点が多く、交通事故が起きやすい。また南北道にお金をかけるくら

いならもっと交差点改良などにつぎ込むべき。 

（市長）市長就任時点で、工事を止めた方が、お金がかかるという試算が出て

いたため、南北道を活きた道路にすることを考えることにしている。 
 

・下水道はグリーンタウンなど人が多く必要なところからやるべき。進めすぎ

るのは、財政面で心配である。 

（市長）下水道は団地方面を中心に行っている。今後担当課と相談しながら効

率的に進めていく。 

 

・病院の建設を早くしてほしい。あわせて、医師を目指す学生に学費の補助を

行うかわりに、卒業後に市民病院に勤めてもらうといった制度をつくって医

師の確保をしてはどうか。 



（市長）面白い取り組みだと思う。研究したい。 
 
・みんなが手を出し、汗をかき、金を出してまちづくりを行う仕組みづくりが

必要。何でもかんでも市に任せるといった姿勢はよくない。また、市民が触

れ合える場をつくってほしい。 

（市長）これからのまちづくりは、受益と負担のバランスを議論しなくてはな

らない。市民の力が強いとまちは発展する。触れ合う機会づくりは大切と思

う。お互いがつながるきっかけづくりが必要。 
 
・ある市では「日曜サロン」というものを開き、市長室で誰でも何でも話せる

場をつくっている。対話の場を増やすために取り組んではどうか。 

（市長）検討したい。 

 

・このまちは少子高齢化の典型例だと思う。邑久駅からのバスの便数が減った

からか、バスを待つのにゆめタウンで時間を潰している高齢者がいることに

おどろいた。また、玉津小や裳掛小は複式学級と聞いた。 

（市長）採算が取れないのでバスの便数が減少し、不便なので乗客数が減る、

というスパイラルに陥っている。目的地までの乗り合い交通など、新たな方

法を考えていく。バスと同じで学校を統合すると、地域の過疎化は加速する

と考えている。規模の小さい学校には小さいなりのよさがあると思うので、

安易に統廃合をすべきでは無いと考えている。ただし、幼稚園は集団教育を

行う場なので、なるべく多くの子どもと交わることができる場にしたい。 

 

・初めて図書室に行ったとき、（規模の小ささに）がっかりしたが、小さいから

か、図書室に無い本を予約したらすぐに届いた。大きな図書館では予約が 20

人待ちという状況があったりしたので、これはこれでいいのかもしれない。 

 

・市政に対して無関心な人が多い。関心を持つ人が増えればまちはきっとよく

なると思う。 

（市長）市民の皆さんに「自分たちがまちづくりをする」「自分たちのことは自

分たちで決める」という思いを持ってもらうことが必要だと感じている。こ

のタウンミーティングの PR とあわせて取り組んでいきたい。 

 

・議員の視察、旅行の側面が強いと聞く。廃止してはどうか。 

（市長）議会に伝える。また今日は議員もお越しなので伝えてもらえるものと

思っている。 



 

・タウンミーティングの冒頭に瀬戸内市の魅力をビデオにまとめて見せるよう

な演出をしてはどうか。口頭での説明だけではわかりにくい。 

（市長）民間企業と異なりマーケティング費用は少ないが、市の魅力を提供す

る方法を考えたい。 

 

・庁内に顧問弁護士がやってくる日がある、というのを報道で見た。珍しいな

と思う。 

（市長）市役所レベルでは少ないと思う。我々は法律に基づいて仕事をしてい

るので、問題が起こる前、あるいは初期対応が必要だと感じている。昨年度

までは顧問弁護士の事務所に伺っていたのだが、こちらに来ていただくこと

で相談しやすくなり、問題を明らかにしやすくなった。市民向けの弁護士相

談については、社会福祉協議会が「心配ごと相談」を行っているので利用し

てほしい。 


